
名古屋大学年代測定資料研究セ ンタ-発足初 の業績報 告書 (Ⅱ)

刊 行 にあた って

名古屋大学

年代測定資料研究セ ンター

セ ンター長 中 井 信 之

タンデ トロ ン加速 器質量分 析計 が､名古屋大学 アイ ソ ト-プ総合セ ンタ-に組 み立

てが完 了 したの は､も う9年も前の1982年3月の ことであ った｡その後 ､ Hc測定の専

用装置 としての ビームテス ト､精度 向上 の努力が重ね られ ､平行 して試 料調製装置 の

作製 と検 討 を続 けた｡そ して､飯 島宗 一 前 名古屋大学学長 な らび に経理 部長 をは じめ

事務官 の皆 さん の御尽 力 によ り､ 1985年5月 には ク リー ンル -ム を備 えた試料調製実

験棟 が増築 され ､その中に試料調製 システム も完成 した ｡ この間も､学 内外の要望 に

も応 じ共同研究 の形 で 14Cの測定 を続 けて きた 0

1987年1月にな って､ 正式 に学 内共同利 用が開始 され､天然放射能測定利用委 員会

と技 術小委員会が組織 された｡ そ して､測定能 力以上 の利用 申 し込 み に悲鳴 をあげ

る状態 にな った｡ 1988年3月 には､ ｢名古屋大学加速器質量分析計業績報 告書 (I)

｣ (SummariesofReaearchesUsingAFISd.tNagoyaUniversit,y)が発刊 され ､17編

の学際的共同利用 の成果 が発表 された ｡ また ､早 川幸 男名古屋大学学長 や山 口嘉夫前

物理学 会会長 の御支援 によ り､1988年3月9日～10日の両 日にわた って､ ｢アイ ソ トー

プ を利用す る年代測定 の精密 化 につ いて｣ の加速器年代測 定 に関する研究 会が アイソ

トーープ総合セ ンター本館講義室 で開催 され た ｡ そ して､ その成果 として9編の論文 を

まとめた冊子 (文部省科学研究費 ･重点領 域研究 (Ⅰ) r太陽の起源 ｣ 63611001報 告

集 ) を刊行 した｡

このよ うに､放射性炭素 の高感度測定 と年代測定 の学際 的な共同利用 が着 々 と進 め

られ る中で､ タ ンデ トロン加速 器年代測定施設 を独立部局 として充実 させ ることを常

に考 えて いた｡国立の機 関 に部局 と して ′′年代測定 ′′ の名 を掲 げた施設 は皆無 であ り

(施設 内の部 門 と しては存在 した)､ タンデ トロ ン加速器技術 の特色 を活か して年代

測定 の施設 を認 めても らう好機 とも考 えて いた｡1987年暮 れ ､諏訪兼位理学部長に私

の構想 を打ち明 けた｡早川幸 男学長 にも相談 し､独立施設 の設立へ向か ってス ター ト

をき った｡

当時､ タンデ トロ ン加速器 年代測定施設 は､地学 ･農学 ･地理 ･環境 ･歴 史 ･考 古

･人類等 の研究 ･教育 に､広 く学際的共同利用が行 なわれ て いた｡一方 ､古川資料館

も､施設 と して公式 に認定 され てはいなか ったが [1964年 に古川 為三郎 ､志 ま夫人の

篤志 によ り寄贈 され,.名古屋 大学 中央図書 館 と して親 しまれ ､1982年 に古川資料館 と

な った], タンデ トロ ン加速 器年代測定施設 と同 じく広 い文 ｡理系の資料 の研究や収

蔵物 の展示 を行 な って いた し､年代 とも密接 な関連 を持 つ ものであった｡ しか し､文

部省 には大学 に博物 館や資料 館 の設置 方針 はなか った｡ これ らの事実 をふ まえ､早川
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幸 男学長､諏訪兼位理学部長 ､内田弘保事務局長等の示唆 もあ り､古川 資料館 を とり

込 んだ年代測定 資料研究セ ンタ-の構想が もちあがた｡ そ して､1990年 (平成2年)

6月8日に ｢名古屋大学年代測定資料研究セ ンター (Datingand把ater･ialsResearch

Center)｣ が正式 に発足 し､ 6月30日に開所披露 の会が 開かれた｡ この披露 の会に

は､本セ ンター設立 にご尽 力頂 いた文部省学術国際局 の佐 々木正峰研究機 関課長 ､古

川総合研究資料 館 を寄贈頂 いた古川為三郎氏 の ご出席 を賜 った ｡

このように して､年代測定資料研究セ ンター設立後 ､ こ こに初 めての業績報 告書 ｢

名古屋大学加速 器質量分析計 業績報告書 (Ⅱ)｣ を出版す ることとな った ｡ 執筆頂 い

た著者 の皆様 に厚 く御礼 申 し上 げ ると同時 に､今後 とも益 々タンデ トロ ン加速器質量

分析施設 の有効 な利用の実 を挙げ られん こ とをお願 い します｡ また､本施設 の運営に

関 しま しても､ ご理解 とご助 力 をお願 い致 します｡

新研究セ ンター発足にあた って､ ご援助 ､ ご尽力頂 いた 皆様 に厚 く御 礼 申 しあげる

と共 に､ ここまで年代測定施 設 を育てあげて頂 いたアイ､ノト-プ総合セ ンタ-の歴代

セ ンター長 をは じめ職員の皆様 に心 か ら感謝 いた します｡ また､本研究 セ ンターは現

在 の放射性炭素 年代測定 に と どまらず ､幅広 い年代測定へ の道 を歩んで行 く計画 でお

ります ので､今後 ともご支援 の程 お願 い申 し上げ ます ｡

尚､本研究セ ンターでは､今年度 は ｢名古屋大学加速器 質量分析計業績報 告書 ｣ の

ほかに､古川総合研究資料館 関係 の ｢名古 屋大学古川総合研究資料館報 告 (第六号)｣

も刊行す ることにな って いる｡

1990年 12月
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